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●従来の交通ニーズでは運営が難しい地域地区での交通ニーズを満たします。
●買物、通院等の交通目的のニーズに関する情報管理も可能です。
●汎用の情報機器を利用するので低コストでシステム構築できます。

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】
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過疎化・高齢化の状況は、地域によって
著しい違いがあります。そこでの交通
ニーズは、情報技術を適切に利用するこ
とで自動車の効率的な利用が可能にな
り解決できる可能性があります。私達は、
自動車利用に関する現状の技術と将来
の発達を念頭に置いて、新しい自動車の
利用形態の可能性を検討し、過疎地等で
の交通ニーズを満たす事を可能にしま
す。

【研究シーズの概要】

●限界集落や高齢化が進んだ地区での交通手段の確保
●地元商業者等との連携による地域の活性化
●交通の継続による地区の魅力の増加

【産業界での展開・用途】

研究分野：工学（土木工学）

◎新しい自動車利用を支えるシステムのイメージ
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過疎化・高齢化／自動車利用／相乗り交通過疎化・高齢化／自動車利用／相乗り交通

過疎化・高齢化社会における
自動車の新しい利用形態の可能性

【研究シーズテーマ】

大東 延幸工学部 環境土木工学科 准教授
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